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バ
チ
ン
ッ
、
パ
チ
ン
ッ
と
秋
恨
の
ド
、

本
ば
さ
み
の
向
切
れ
よ
い
庁
が
料
き
ま
す
。

山
本
来
の
出
削
を
継
い
で
一.. 
代
目
に
な
る
山

セ
'A

て
い

寄
さ
ん
が
男
定
し
て
い
る
木
は
、
ツ
ゲ
の

本
。
無
造
作
な
よ
う
で
、
H

バ
算
さ
れ
尽
く

し
た
、
ま
さ
に
川
熟
味
の
あ
る
は
さ
み
の

動
き
で
す
。
「
-U本
の
抑
定
は
、
ど
こ
か
ら

見
て
も
同
じ
よ
う
な
形
に
、
と
い
う
こ

t

を
心
掛
け
て
い
る
か
な
」

L
仁
川
川
り
ま
す
。

幅
削

t
は
、
人
人
て
は
広
い
ぷ
昧
で
治
州

引
在
で
も
、
し
ば
し
ば
作
地
の
一
路
附
を

け
ん
に
行
く
と
い
う
研
究
熱
心
な
山
鍔
さ
ん
。

「
長
引
が
跡
を
継
い
で
く
れ
る
の
で
、
人
ー

は
と
て
も
気
楽
に
や
っ
て
い
ま
す
わ
」
と
。

本
や
上
に
慣
れ
親
し
ん
で
き
た
そ
の
手
に

は
、
一
見
附
と
し
て
の
れ
.む
と
必
り
が
剣
ま

れ
て
い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。

庭

-山寄信ーさん
(85歳・山口)

業
な
.
ど
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
仕
恨
の

陀
州
は
、
出
ぞ
巡
る
造
川
州
、
…
胞
を
引
き
立

た
せ
る
た
め
の
帆
殺
、
そ
し
て

-M
や
制
裁

の
手
入
れ
な
ど
で
す
。
こ
の
手
入
れ
の
仕

恨
の
山
・
に
、
嵯
本
の

H

叫
ん
芯
や
鉢
Mm
え
の
帆

え
換
え
が
あ
り
ま
す
。
H

叫
ん
必
と
は
、
余
分

な
松
守
山

mmし
て
切
る
句
了
と
。
「低
水
を
き

れ
い
に
す
る
仕
事
だ
か
ら
、
切
っ
た
枝
の

後
始
ぶ
ま
で
も
仕
恨
の
う
ち
」
と
山
寄
さ

ん
は
、
幅
削
の
心
掛
け
を
訴
り
ま
す
。
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仕事渇で鈴繕えの値え倹えに励む
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()， 
市
で
進
め
て
い
る
燃
や

せ
る
ご
み
の
資
源
回
収
の

実
施
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

米
作
中
山
の
令
市
拡
大
に

向
け
て
、
今
年
い
は
は
令
市

hソ
ド
ド
、

I
L
L-
-礼
ト

L
hソ
1
・ム
u

ru

、
d
3
4J
'
z
y

f
u
r
l
ご
{

会
、
て
実
施
を
お
蜘
、
い
す
る
こ
と
を
け

燃
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
十
月
末
引

夜
、
実
施

f
定
ま
た
は
説
明
会
を
実

施
し
た
れ
治
会
ち
ん
パ
め
る
と
、
九
卜

人川
治
会
に
ま
で
拡
大
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
も
山
以
の
特
さ
ん
の
ご
み
へ

の
認
識
が
向
ま
っ
て
き
た
賜
物
で
あ

る
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
い
っ
そ
う
の
ご
協

h
を
お
脚
、
い
し

ま
す
。 ~， 

、14
J

実
施
し
て
い
く
中
で、

a'れい
気
に
な
る
こ
と
っ
て
あ
り

ま
す
か
。

内
治
会
長
さ
ん
の
お
ぷ

を
川

っ
た
り
、
こ
れ
ま
で

の
椛
過
を
比
て
み
る
と
、

丸
に
な
る
問
題
点
、
が
.
-
つ
は

E
山
て

き
ま
し
た
。

.
つ
は
、
川
区
や
布
線
放
送
な
ど

で
川
以
け
を
町
内
に
何
佼
も
流
し
て

も
、
資
源
そ
持
勺
て
く
る
人
は
あ
る

引
い
は
決
ま

っ
て
し
ま

い、

な
か
な
か

そ
れ
以
上
広
が
ら
な
い
と

い
う
川
組

で
す
。例

え
ば
作
家
庭
で
取
る
祈
聞
だ
け

で
も
、
.
か
川
で
約
八

1
九
キ
ロ
た

ま
り
ま
す
。

-
W一品中
I
た
り
九
キ
ロ

の
資
制
を
川
し
て
も
ら
え
ば
、
九
丸
山

。
て
約
一

別
の
ご
み
を
減
・
り
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ

t
で
、
そ
れ
宏
-

勺
の
け
棋
と
し
て
き
た
わ
け
で
す
。

~2 

千
均
す
る

t
叫
点
.
情
一
川W
一
か
川

中1
た
り
約
八

・
八
キ
ロ

の
資
似
を
山

し
て
レ
た
だ
い
て
お
り
、
日
械
に
は

あ
る
科
皮
近
づ
い
て

い
る
と
い
え
ま

す
。し

か
し
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
.
平
均

す
れ
ば
の
寸
前
で
、
資
川
仰
を
山
山
し
て
い

る
人
が
限
・わ
れ
て

い
る
'
と
す
る
と
、

家
庭
で
ご
み
を
き
ち
ん
と
分
別
し
、

資
源
を
多
く
出
し
て
い
る
人
と
分
別

に
は
無
関
心
の
人
の
差
が
だ
ん
だ
ん

大
き
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
、

アと
が

い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
ο

古
紙
価
格
か
下
が
っ
て
い
る

も
う

一
つ
の
川
組
は
、
山
紙
の
帆

段
が
ど
ん
ど
ん
.
ト
が

っ
て
き
て
し
ま

い
¥
売
却
価
格
が

一
キ
ロ
中
l
た
り
・・

・h
.円
と
、
例
以
を
始
め
た
・
下
山
吹
・

4

4

年

一弘
中
1
時

t
比
較
し
て
、

mu
・
分
以
.卜に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
よ
と

で
す
。

そ
の
似
川
と
し
て
、
以
討
が
必
〈

川
.
裂
は
減

っ
た
け
れ
ど
、

aM
、
て
制

収
不
の
ほ
う
は
ふ
れ
同
的
に

'K
H升
し
供

給
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
と
い
う

こ
と
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
ご
み
減
川
の
州
か
ら

も
地
球
関
段
以
令
い
と
い
う
ぷ
・
昧
か
ら

も
、
今
後
と
も
ご
み
守
山山
さ
な
い

こ

と

t
怯
ん
で
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
広
義

は
市
く
な
り
こ
そ
す
れ
、
悦
く
な
る

こ
と
は
決
し
て
な
い
と
与
え
て
い
ま

す
。

し
か
し
、
例
似
に
は
熱
心
で
も

リ
サ
イ
ク
ル
の
結
果
、

再
生
さ
れ
た

製
品
を
使
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
関
心
が
向
か
な
い

と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

国
同
岡
田

生活環境課

(内線1386・1387)

[2] 

再生紙製昂を使おう

「
再
生
紙
製
品
の
販
売
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」

結
民

16 11. 

マ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
は
閃
后
か
ら

い
た
だ
き
ま
し
た
。

マ
そ
の
う
ち
、
初
局
か
湾
笠
紙
製
白
田

を
取
り
級
っ
て
い
ま
す
。
う
ち
ス
ー

パ
ー
で
は
ほ
と
ん
ど
が
銀
っ
て
い
ま

す
が
、
商
白
聞
と
し
て
の
取
り
級
い
が

主
で
な
い
薬
局
、
薬
庖
な
ど
で
は
、

仕
入
れ
先
で
取
り
扱
っ
て
い
な
い
等

の
理
由
で
、
と
う
レ
て
も
取
り
扱
い

か
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

マ
南
生
紙
製
ロ
聞
と
パ
ー
ジ
ン
パ
ル
プ

裂
の
も
の
の
販
売
貨
の
比
率
で
い
う

と
、
同
程
度
が
ほ
広
、
そ
の
他
は
や

は
り
湾
笠
紙
製
品
の
万
が
分
が
慈
く

な
っ
て
い
ま
す
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
は
ま
だ
湾

生
紙
製
の
方
が
多
い
が
、

ティ
ッシ

ュ
と
な
る
と
八
ー
ジ
ン
パ
ル
プ
裂
の

万
が
庄
倒
的
に
多
く
な
る
た
め
だ
と

忠
わ
れ
ま
す
。

マ
湾
生
紙
製
品
が
売
れ
な
い
理
由
を

尋
ね
る
と
(
復
殺
回
答
あ
り
)
、

ー
イ
メ
ー
ジ
が
惑
い
・
:
・
:
:
:
3

2
由閲覧
が
惑
い
と
思
わ
れ
る
・
・
・
引

き
価
絡
が
高
い
・
:
:
・
・
:
;
:
6

4
宣
伝
不
足
:
・
j

i
-
-
:
;悶

5
そ
の
他・
e-
・:・・
... ，
e--e
・・・・・・・・
2

マ
実
際
の
販
売
価
出
閣
は
(
平
均
す
る

と
)
、

〈
通
常
時
〉
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

1
ロ
ー
ル
湾
生
紙
幻

・
日
向
、
パ
ル

プ
引

・
2
円
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ

ー
1
箱
再
生
紙
mm
・
8
問
、
パ
ル
プ

1
1
2
・
6
同

〈パ
l
ゲ
ン
鍔
〉
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
ー
ロ
i
ル
再
笠
紙
お

・
g
円、

パ
ル
プ
幻

-
B
向
。
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
1
箱
再
生
紙
閃

・
日
向
、
パ

ル
プ
U
・
9
円。

と
い
う
こ
と
で
、
実
際
に
は
再
生

紙
製
品
の
方
が
安
い
こ
と
が
お
わ
か

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

マ
現
在
再
生
紙
製
口
聞
を
綴
っ
て
い
る

后
の
う
ち
、
今
後
も
取
り
扱
い
貨
を

広報うえだ5.



1日 市民と市長の自国際交流研

究委員会(常田.三委員長・ 15人)

が永野市長に鐙終報告・を提出

4日中国復亘大学訪日団が表敬
ア白金園都市間o会議 (-8白、

熊本市)

8日 アメリカミズーリ州よりヘレ
ンさん一行が表敬 (11日まで市内

でホームステイ)

10臼 上回宙戦湯八一フマラソン大
会

13日 新映像童書 (-16目、丸子町文

化会館 ・よ回創造館)

国民健康保険優良也宇野表彰 (20t宝
傷)

15日ウエダ ・ピア'93(-17日、市

民体育館・勤労者体育センター)

16日 「夢21一地盤提づくりフォーラ
ムJ 交流会(真田町菅平高原)

19日 第3次総合計画策定に向けて

の市民広聴会(青年対象)

22日 市民広勝会(福枇関係者対象、

よ回創造館)

23日 上田市消費生活躍喜 (-24日、
中央公民館)

25日 市民広聴会(保健 ・民生関係

者対象)

26日 北信越市長会 (-27日、諏訪

市)

29日 吉安曽地区量豊富題集落排水事業
起工式(鈴子公民館)

30日 上回市民フォーラム(文化会
館)

'"'-'10月~

市の動き

dP 

(J 
販
売
庖
の
再
生
紙
製
品

の
取
り
扱
い
状
況
は
ど
う

で
す
か
。

今
川
、
テ

f
ツ
シ
ュ
ペ

ー
パ
ー
や
ト
イ
レ
ヴ
ト
ペ

ー
パ
ー
を
拘
・
フ
上
川
市
内

.hL
ハ
ト
:
・
怖
の
ス

ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
、
薬
局
、
葉
町
、

雑
貨
作
m
k
T
吋
象
に
、
九
月
に
お
願
い

し
た
「
略
主
役
回
目
乃
・
4
h・
叫
に
均
す

i

l
'
i
1
11
t
』

5
1
1
・

る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
判
明
が
川
ま
し

た
の
で
、
ド
ぷ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
H

C
「
「
巳

l
'
。

「

Iz
---a

，E'
こ
の
よ
う
に
、
人
ー
で
は
、
戸
内
生
紙

製
品

t
パ
ル
フ
裂
け川
の
見
分
け
が
ほ

と
ん
ど
勺
か
な
い
く
ら
い
品
目
は
上

く
な
内
て
い
ま
す
川
午
.
紙
の
ほ
う

が
環
ほ
に
や
さ
し
く
、
川
肌
段
が
官
く
、

品
質
も
夫
氏
的
な
治
が
な
い

の
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
な
か
な
か
光
れ
な
い

の
は
ど
う
し
て
な
の
で
し
ょ
う
か

~J 

ア
ン
ケ
ー
ト
紡
恥
か
ら
も
、
版
H
M

山仙
の
ほ
う
で
も
今
後
そ
れ
な
り
の
努

力
を
し
て
い
た
だ
く
・』

t
は
吋
能
で

あ
る

t
思
い
ま
す
。
あ
と
は
買
い
物

を
す
る
市
民
の
背
ち
ん
が
、
的
倒
的

に
山
内
生
紙
M
K
H
川
を
逃
抗
す
る
・
』

t
に

よ
っ
て
、
こ
・
フ
し
た
山
の
労

h
e市

計
づ
け
、
さ
ら
に
メ
ー
カ
ー
を
む
変

え
て
い
く
と
い
う
・
』
と
も
で
き
る
は

ず
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

''UM--E・
吟《，、・
1

内、J
'

ム
ザ

γ削
7

・4
‘

』

司

、

ト
に
下
」
A
H
立

剛

ド

『

h-

r

・1H
H
I
p
b
E
e
l
--

“
，HV
E

e 袖釧棚制伽"川肋削肝11抄例件ク"件山…リト1)-;;吋引ン以川エMイ
に参加しし;まませんか!

地主緩まの美ししい1唄環昭燐Eづくοのため、
市民の惣しい、の場である千幽JI川11'よ

栂グラウンド周辺の清縄活動に参

加してみませんか。(豚汁が出ます)

[>とき 11月初日l日午前9跨5日
分 1>とニろ 小牧縫下河川敏{よ

沼) 1>問い合わせ よ小民主万事

務所総務課(ままお7113直通}、市生

活環境諜(内線1386)

織
や
す
こ
と
が
可
能
と
答
え
て
く
れ

た
底
は
幻
后
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
級
っ
て
い
な
い
庖
の

う
ち
、
湾
生
紙
製
ロ
閣
を
新
た
に
取
り

級
う
こ
と
は
可
能
と
答
え
て
く
れ
た

屈
は
制
窓
あ
り
ま
し
た
。
両
者
を
合

わ
せ
る
と
、
回
答
し
て
く
れ
た
后
の

う
ち
、
ね
%
が
前
向
き
の
回
答
を
寄

せ
て
く
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

マ
歯
車
見
置
帽
を
・
い
て
く
れ
た
庖
は
、

お
お
む
ね
環
療
問
題
に
前
向
き
の
と

こ
ろ
か
多
く
、
行
政
の
宣
伝
不
足
、

再
生
紙
製
自
由
の
回
国
質
等
に
つ
い
て
も

っ
と
宣
伝
し
て
ほ
し
い
と
い
う
窓
見

が
目
立
ち
ま
し
た
。

市民と市長のE
12月3日⑥?22
市長室

16 11. 広報うえだ5.[3] 



市民会館
開館30周年

記念発表会

情報

「
人
権
週
間
」
特
設
相

談
所
を
開
設
し
ま
す

---
U
H
4
u
ω
か
ら
同
日
日
樹
ま
で

「
人
権
週
間
」
で
す
。
長
野
地
方
法

務
防

k
m支
局
と
よ
同
人
権
械
設
委

員
協
議
会
で
は
、
次
の
と
お
り
特
設

相
絞
所
守
開
設
(
純
一
料
)
し
ま
す
。

-上田市文化芸術協会主催

マ
相
談
内
容
相
続
、
ト
地
、
同

和
問
.組
、
結
館
、
い
じ
め
、
体
川
な

ど
の
相
談
マ
問
い
合
わ
せ
長
肝

地
方
法
務
川
L
仁
川
左
川

(告
の
2

0

0
1
)
 

-人権相談所日程

月日 4z』x 場

月17 2 
転作促進研修

センター(中野)

見
川西社会福祉

セ ン タ ー

12 市役所南庁舎

品
5階会議室

上野がE公民館

}~時間はいずれも

午前10時~午後 3時

日
月
白
日
「
消
費
生

活
教
室
」
開
き
ま
す

••• 
こ
の
機
会
に
、
食
料
問
題
や
農
業

問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

-舞台部門(ホール)

コーラス、パレ工、

日本舞踊、民謡踊り

などの上演

-展示部門(ロビー)

華道、書道、写真など

の展示

※お茶席もあります(和室、午前川崎~午後4時)

午前11時から

午後4持まで

・市民会館
(入場無料)

マ
と
さ

け
川
加
川
制
作
'後

l
叫

利
分
1

1
時

制

分

マ

と
こ
ろ

出

佐
久
地
峡
船
腕
ハセ
ン
タ
ー
(
市
佐
久

郎
引
川
町
)
門
v
内
容

日
本
山
首

者
連
盟
参
与
:
竹
内
抗
.
さ
ん
に
よ

る
誹
前
「
性
活
者
主
食
と
民
業
問
題
」

マ
受
講
料
無
料
マ
由
申
し
込
み

県
上
州
消
官
州
市
セ
ン
タ
ー

(土

mAい
同
庁
合
市
防
・官
@
8
5
1
7
)

へ

根川
古川
合
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

マ
長
野
県
保
育
専
門
学
院
様

お
む
つ
布
九
一
以
乳
児
院
へ

マ
服
部
滝
蔵
様

(
九
れ
升
)
瞬

間
協
沸
か
し
川
町
ム
リ
、
惚
写
機

.ム
川、

オ
ー
ブ
ン
レ
ン
ジ

-
内

部
忠
市
へ

マ
藤
田
イ
シ
様

(
材
木
町
)

五
千
川

老
人
制
社
に

マ
勝
平
新
一
一
様

(秋
川
山
)

民
民
夫
術
・
秋
川
風
俗
木
彫
人

形
.. 点
山
本
鼎
記
念
航
へ

マ
嗣
ス
リ
l
シ
l
ヱ
ム
様

食

パ
ン
・
件
純
来
，
y
バ
ン

尚
齢

附
志
者
運
動
会
の
参
加
者
川
に

マ
朝
日
生
命
労
働
組
合
長
野
支

部
様

・
朝
日
生
命
職
員
労
働
組

合

長

野

支

部

様

十

万

円

社

会
福
社
恭
金
積
立
合
と
し
て

マ
豊
田
正
光
様
(
ド
紺
屋
町
)

五
十
万
阿
社
会
制
祉
基
金

積
立
令
一と
し
て

マ
浜
ワ
カ
エ
様

(
諏
訪
市
)

パ
ソ

コ
ン
通
信
モ
デ
ム

一
台

点
字
問
書
館
へ

マ
東
京
電
力
側
千
曲
川
電
力
所

様

点

字
図
書
凹
稜
(
二
十
五

冊
}
点
字
閃
書
館
へ

マ
松
井
民
雄
様
(
神
畑
)

[4] 16 11. 広報うえだ'5.
12月5日間に行われる r年末バザー」に、不用昂の提供を

お願いします。 /共同作業所わっと(si君。3930)

絵

年末バザーに物昂提供を



中小企業大学校東京校

平成5年度中小企業者研修
b研修コース ①パソコンとC言語による計測制御

技術・。・12月6臼伺ト同10自信場機械妓術者のプログラ

マプルコントローラ活用 12月13日開ト同17日鎗渇通

信教育(マイクロコンピュータの応用、電子制御の応

用) [>問い合わせ 中小企業大学校東京絞総務部研

修生課 (ft0423ゆ1191)

誤れば、
なりかね
器具。告

ツクを。

.代、 - ~
べ 垣 、一え

《 \a酬哩~'-足

三¢務雪 之
X x ~ 

〉町、 v

「
県
営
住
宅
」
の
入
居

希
望
者
は
ど
う
ぞ
/

••• 
マ
募
集
団
地

緑
が
丘
団
地
マ

募
集
戸
数

日
戸

マ
家
賃

4
万

2
千
円
程
度

マ
入
居
資
格
現
に

同
居
、
・
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る

親
族
(
時
約
殺
を
合
む
)
が
あ
る
こ

と
(
収
入
な
ど
の
人
肘
基
準
あ
り
)

マ
申
し
込
み

ロ
円

1
日
附
か
ら

同

m
n幽
ま
で
に
上
小
地
方
事
務
所

建
築
課

(
L
仁
川
合
同
庁
合
内

・
8
@

• 

使い方を

火事にも
ない暖房
家庭でチエ

7
1
4
3
)

マ
そ
の
他

募
集
説

明
会
ぞ
日
月
ぬ
日
仰
午
前
叩
時
(
上

町
合
同
庁
舎
講
堂
)
に
聞
き
ま
す
。

県
で
自
作
教
育
映
画

自
作
ビ
デ
オ
の
作
口
問

••• 
門
作
教
材
へ
の
認
識
を
高
め
、
視

聴
党
教
育
に
役
立
て
る
た
め
「
県
自

作
教
育
映
岡

・
ビ
デ
オ
作
品
コ
ン
ク

ー
ル
」
の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

マ
資
格

映
画
や
ビ
デ
オ
作
品
の

制
作
を
職
業
と
し
て
い
な
い
人
(
グ

必ず消火を確認
①部屋の出入口などには置かない。

②火を付けたまま移動しない。

①石油ストーブは完全に火を消し、

よく確認して給油を。

④ストーブの周りには洗溜物など

を置かないe

eバ吏用前に必ず点検整備を。

@外出前、寝る前に消火を確認。

⑦新しく貰っ たとき は、説明書を

よく読んで正しい扱いを。
へ所務事方戸

崎2
 

み込ーし申

ル
i
プ
)

マ
内
容

学
校
教
育

・

社
会
教
育
に
関
す
る
も
の

マ
規
格

上
映
時
間
が
初
分
程
度
、
カ
ラ
1

8
ミ
リ
映
画
ま
た
は
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

で
収
録
し
た
音
声
の
あ
る
も
の

マ

応
募
先

平
成
6
年
1
月
お

n仰
ま

で
に
県
庁
社
会
教
育
諜
内

・
県
視
聴

覚
教
育
協
議
会
(
宮
0
2
6
2
③
O

I
l
-
-
内
線
3
2
8
0
)

へ

青
年
海
外
協
力
隊
で

あ
な
た
の
技
術
を
/

••• 
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
中
南
米
な

ど
の
開
発
途
上
国
で
、
技
術
や
経
験

守
生
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
資
格

初
歳
か
ら
却
歳
ま
で
の

列
女

マ
募
集
職
種

農
林
水
係
、

土
木
建
築
、
教
育
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ

な

E
約

1
6
0
職
種

マ
募
集
人
員

全
同
で
約
1
0
0
0
人

マ
派
遣

期
間

2
年
間

マ
募
集
期
限

日

月
初
日

ω
マ
問
い
合
わ
せ

間
際

協
力
事
業
団
背
年
海
外
協
力
隊
事
務

局

(2
0
3
1
3
4
0
0
1
7
2
6

1
)
、
県
庁
間
際
課

(8
0
2
6
2
@

7
1
7
3
)
 

同
二
点
、
つ
ぽ
二
口、

川
辺
小
へ

マ

故

河

合

清

様

(
大
手
町
)

百
万
円
お
よ
び
県
宝
指
定
太

万
、
胴
具
足
な
ど
の
美
術
品
四

点
美
術
口
聞
は
博
物
館
へ

マ
山
梨
学
院
短
期
大
学
様

ホ

ッ
ト
カ
ー
ペ
ッ
ト
カ
パ

l
一
枚、

紙
お
む

つ
六
ケ

I
ス

礼

児

院

へ

南

マ
緑
花
情
操
協
会
様

作
積
草

花
の
球
根
、
株
、
種
子
(
六
磁
)

市
内
十
七
小
学
校

ヘ

マ
匿
名

一
万

円

社

会

縞

祉

基
金
積
立
金
と
し
て

マ
神
畑
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

様

五
万

一
千

五

百

円

社

会

招
祉
基
金
積
立
金
と
し
て

(
9
月
3
日
i
ハ
月
4
日
受
け

付
け
)

盲
人
福
祉
の
向
上
に

石
井
さ
ん
が
ご
寄
付

こ
の
ほ
ど
、
版
科
医
の
石
井

光

一
さ
ん
(
大
手
町
)
か
ら
「
点

訳
奉
仕
活
動
等
石
井
拡
金
」
に

と
百
五
十
万
円
を
ご
寄
付
い
た

だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
同
基
金
の
総

傾
は
問
千
八
百
五
十
万
円
と
な

り
ま
す
。
市
は
、
こ
の
基
令
の
利

子
を
古
川
人
福
祉
向
上
の
た
め
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

仕事は年賀状などの区分け(120人)および配達(70人)です。
期間は11月中旬-1月上旬/よ回郵便局総務課(n⑫0077)上回郵便局アルバイト募集16 11. 広報うえだ5.[5] 



-情報テーブル・

謙
信
の
ふ
る
さ
と

上
越
の
魅
力
|
。

⑮
 

eo 
pu 

/
/
/
 

タ

rer 午後2時30分~

3時

た
わ
わ
に
実
る
り
ん
と
(
鈴
子
)

[
櫓
と
港
と
朝
市
と
・
:
]

E昏 羽踊姐儲語副同E

g備が進む直江主1!7.!
5
年
地
価
調
査
結
果

が
閲
覧
で
き
ま
す
/

••• 
こ
の
ほ

E
県
か
ら
平
成

5
年
の
地

価
調
官
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
地
価

訓山品川
は
、
同
上
利
川
川
町
阿
法
に
よ
る

上
地
山
取
引
の
胤
制
を
辿

.1

比
か

っ
門
前

に
実
施
す
る
た
め
、
県
知
ぃ
下
が
勾
年

l
凶
基
準
地
の
側
併
を
調
究
し
、
そ

の
結
果
を
公
表
す
る
も
の
で
す
。

、
』
れ
は
同
の
行
う
地
価
公
示

t
併

せ
て

f
般
の

t
地
を
υ
川
口
す
る
際
の

高田械三温櫓でのロケ

ト
ム
越
市
の
析
し
い
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
市
川
端
跡
に
・
・

aR
Wが
今
年
一七

月
完
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
上
越
市
が
合
併
(
市
聞
と
直
江
滞
)
一
一十

年
を
記
念
し
た
も
の
。
上
田
市

t
は
小
学
生
の
修
学
旅
行
地
、
市
民
の

海
水
浴
場
と
し
て
、
十
四
年
前
に
姉
妹
郎
市
の
契
り
を
結
び
ま
し
た
。

今
何
は
爪
江
川
浩
の
税
陥
な
ど
、

k
越
の
A

，hv
h

制
介
し
ま
す

日
交
と
な
る
間
格
で
す
。
市
役
所
{
企

同
課
)
、
支
所
、
市
立
問
書
館
で
開
覧

て
き
ま
す
。
お
気
院
に
巾
し
出
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、

山
内
の
公
ぷ
倒
的

は
次
の

t
お
り
で
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

企
州
訓

2
2
2
)
 

差
押
電
話
加
入
権
の

公
売
を
行
い
ま
す

••• 
市
税
滞
納
処
分
の
た
め
、
次
に
よ

り
・
五
品
加
人
権
の
公
売
を
行
い
ま
す
。

よ
り
円十
〈
、
よ
り
安
〈
屯
訴
を
必
要

(
内
線
l

-平成 5年地価問査基準価格表

開刷出叫 214F12FM刷 1i2Zd叩(!主居表示) 初期tt:況 窃

符T町ITI3132番e t.li~ f'V'Ift t.. I 1+- 0- I1II2陽俵窓
'n木町t"':i2=i8J 14S.1XXl 1.4 住宅 用地蟻

文字贋筋fl，字褐申回総4.
関.湖 1.8 住宅 l!IJ帆11 

大字五加I字待戸総9種目 48.(削 2.1 住宅

用住II途防居地火地tE由E外1峨草中央i!lil丁目6407醤E外5・
139.∞o 0.7 住宅'中央箇1-5-8J

文字下也氏宇宙a舵97嵩14 51.800 2.6 住宅 用途地峨外

文学中之苧字湾中10321146
71.60目 0.8 住宅

郷11壷住居

外1・ 専用地概

大字中野字金坪下1ぽ醤1 58.1XXl 1.8 住宅 周逮協議外

大宇宙窪字天笠1950醤12 I 87.200 1.9 住宅 用途包暗証外

大字膏久僚字村lI!.I476醤29 64.500 2.d 住宅 用途地織外

文字寅他字臆ノ内102膏JA 56.田m 新規 住宅 用途地蟻外

大字下之郷宇一本木204醤7 一
外1・ 35.醐 新緑 住宅 期通地l車外

ナ字上回字中正14911118 90.卿 新規 住宅
i面市住居
碍用地主証

大字上野字喬霊町355番32 74.償却 皇帝規 住宅 用途絶..外

大字董久保字申特135醤1 41.日加 2.5 図 ‘!面舟達五也百峰五外
申央3T目5783番1 382.脚'中央3-3-17J 0.5 1 s.s鍋唖住宅 防火地織

大字dII斯字梅田522欝イ3 147.000 新規 活鍋静佳宅
退陣碕.. 
t也滋

穴宇宙恩字柳町21書17 145.000 斬規 共同信釧 周辺!l也減外

常国3丁目455醤34外1・270.0ω 2.7 .務Jll'iJ寝 泊工輿他媛
'需図3-15-56J エ H・1

値盟t::m~~J，tt 週1m

いと
。さ

れ
る
台、

?ょ
I.t. 
参
IJII 
し
て

Tご
ち

マ
と
き

日
月
初
日

ω午
前
9
時

羽

分

マ

と

こ

ろ

山

役

川
市
山
川
合

5
附
第

3
・
l
会
説
明

マ
方
法

競
勺
t
入

札

マ

台

数

巾

I
H
決
定

マ
入
札
参
加
者

本
人
(
印
鑑
持
参
)
。

代
理
人
の
場
合
は
必
ず
本
人
自
策
の

委
任
状

t
代
四
人
の
印
慌
が
必
要

マ
そ
の
他

公
光
中
1
H
ま
で
に
滞
納

者
が
市
税
咋
を
完
納
し
た
場
合
に
は
、

公
光
を
中
止
し
ま
す
。

マ
問
い
合

わ
せ

収
税
課
(
内
線
1
3
0
1
)

(価絡は平成5年7月1日現在)

を

が

を

さ

3

b

u
町
地

沖

休

-へ

m
f
海

な

わ

/

ぁ
必

12月1日体ト25日出

事量媛金の受け付けは、都市・

地方銀行、農協、 NH K各

線送局、日本赤+字社各都

道府県支部などへ

[6] 16 11. 広報うえだ'5.
件鮫583件(-41)/死者5(-4)/負傷者745(-56) 

<10月末現在 ( )は昨年比〉
上田市の突通事故発生状況



-司'
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、1・':

便利で確実な口座振替のご利用を

••• 
県
で
は
、
経
常
の
安
定
の
た
め
に

資
金
を
必
要

t
す
る
人
を
対
象
に
、

年
末
に
お
け
る
集
中
的
な
資
金
需
要

仁
応
え
る
た
め
、
次
に
よ
り

「年
末

資
令
」
の
貸
付
ぞ
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
貸
付
限
度
額

5
0
0
万
円
(
逆

転

資

金

の

み

)

マ

貸
付
利
率

4
・

3
0
%以
下

マ
取
扱
金
融
機
関

県
内
に
主
な
事
務
所
舎
も
つ
信
用
組

介
、
信
仰
金
庫
、
銀
行
お
よ
び
県
内

の
尚

i
組
A
H
巾
央

金

庫

支

脂

マ

問

い
合
わ
せ

上
小
地
方
事
務
所
商
工

県
の
「
年
末
資
金
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

納期限は11月30日閃
・国民健康保険税 5期

諜

(

宮

@
1
2
6
0
)
ま
た
は
市
内

の
抗
別
組
合
、
信
用
金
時
、
銀
行
の

各
本
・

・
支
臨

雇
用
促
進
事
業
団
の

「
財
形
教
育
融
資
」
を

••• 
財
形
貯
蓄
そ
し
て
い
る
勤
労
者
本

人
ま
た
は
親
肱
に
教
育
資
金
の
融
資

を
行
っ
て
い
ま
す
。

マ
対
象

高
校

・
制
大

・
大
学

・

各
種
学
校
な
ど
仁
進
学
ま
た
は
在
学

す

る

人

マ

融
資
額

(
限
度
初
)
進

学
資
金

3
0
0
万
円
、
修
学
資
金
一1

5
0
万
円

マ
申
し
込
み

財
形
教

相談名 目 時 会場な ど

12月]0[1 f俗
i去律:相談 l:{: 30 -15 : 30 di 

u.約;!jlJ) I 12日2.J.1l(翁 f立川市掠 .t~i .j 
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市では、 12月 l日捌から塩田、 JII西、 豊殿の 3支所

に電算の端末機を配置し、住民票、印鑑証明、税諸証

明(所得証明、評価証明など)をオンラインで即時発

行します。これにより、支所での処理時間が短縮され、

待ち時間が少なくなるとともにきれ

いに印刷~れた証明書が発行できる

ようになりました。

併せて、印鑑登録事務も電算化

事務処理が合理化され、鮮明な印影

の証明書か支所でも本庁でも手早く

発行できるようになりました。なお、

豊殿支所については当面、住民票、

印鑑証明のみの発行になりますQ

圃ヨfI諒陸軍宮歪壇雲雇主1I掴

毎月縫~金稼午前9崎30分~午後28奇40分(祝祭日除く )
総本自動車保険請求相談センタ一色0263357790(お気経にとうそ)交通事故無料相談16 11. 広報うえだ5.{ア}



進藤裂だj;'
F 十司

，少す ~

・松沢一貫くん
(3織・悶〉

rやんちゃ妨主ですが、

お手伝いもよくしてくれ
ます。車と電車が大好き

ゐ0由

です」と母の干し乃さん。

保健 診 tlT
保健予防課(内線 1374)

-ポリオ生ワクチン投与(2回目)

li平し くは、 10)J I 11 付け r)ぶN~J ~ごむください 。

11午川は科会場とも午段 1時30分カ・ら 211S:30分まで。 1

1111日t2 Inll1のIIIJ1i日は 6週間以 1'.あけてください。

-ポリ オ(小児まひ)予防接種目程表(2回目)

1.': Jあ れ .~ /j在日 k.l 話l j也民
djj~~鍵センタ ー ~!.~Ij ・ 1'4i~í

!:，{川l琴j二世lll>]tセンター 11月25H(ね l'iJLIII 
L~が丘公以釦 ドI'H・1日比t

川1ft.!社会悩tltセンタ一 llJ126n憎 川1吋
ー好町会館 城ド
rtj保健センター 1;'出;・q.tk: ・ 北部 ・ 溢II~

神川地I天公民館 1 |l ljj30H山 相1'111
川辺町会館 川ill. ~j~ 川

、 水道管守ってあげて

.12月の乳幼児健康診査

1>.受付時間 いずれも午後 111，):-21昨 b持ち物

1母子健康手11I品、パスタオル(1・10カ・)J児)、 前ブラシ

( 1歳 6か片兇)0 1雌 6か)J児I:J:、赤ちゃん手艇の小

にある能川t，在任決に記入してお持ちくださ t、。 3，長児

の健康診先決は、様式が変わりました。 また、悦聴覚

検古のアンケートも加わりましたので川紙ぞお送りし

ます。 ご記入のうえ健康診747J.におけ11かけ <tごさレ。

・保健センター(市役所南庁舎ε階)
健必 'X施日 生年)J 11 

12日8rI ;). i. 16-i. ~ 1 )J -~: : _-.. 
， 12 J J 22 11 ' 5. l:L 1 -δ. 

1 12汀訂1 1J5 115二 ln !;  L 12日21日 I :;. 2. 1-2. 

12月1LI 1 .，. :> . 16 - :;. :~ 1 

12月15r1 I ，. 6. }-G. 1:> 

l:?JJ 3 1I 1 " 1:?JJ311 I 2.11. }-11. 11) 
101)正 一一一一一一一・ 一一一一 12JJ 20円 I 2. 11. 16-11. :w 

・塩田母子健康センター(塩田地区)

」 ヵ・ JJ I ・‘・一 1 5. i. 16-l:L 15 
12112-1 I1 ! 10 カ・ J 1 : --.. --.. :;. 1. 16-2. IS 

3 1汲 ， 12 JJ 1:3 I1 2. 1 0 . 1 -11. :30 

・川西社会福祉センター(川西地区)
4 か JJ : 

10 か JJ

l 歳 6かJJ

12月1日は

12JJl711 

世界エイズデー

・1人ひとりの努力で

エイズから
身を守ろう f

7. 16-8. 1:> 

1. }tj-2. 15 

1. !) . 1 G - (;. 1:) 

気温がマイナス4度以下になると、水道が凍結します。

次のような対策をし、寒さから水道管を守りましょう。

• 
. ;，東りやすいところ 2不凍栓(j:忘れす完全に閉めてください

北側や風当たリの強いところ、屋外にあ '3電熱帯のコンセントを入れてくだ8い

るものや水道管が露出しているものなど。 ・破裂して水が出たら

・ ~って水が出ないときは 立よがり下の不;東栓か、メーターボック

蛇口、立上がリ、メーターの穎に布なと ス内の止水栓で止めてくださいョ止まらな

をかけ、その上からお湯をかけてください匂 いときは、破裂か所に布かテーフを巻いて

・水道の凍結を防ぐには 応急処置をして、水道局か指定工事底へ修
l♂(lろ布 ・発{まうスチロールなどを入れた 理の依頼をしてくたさいω

ビニール袋 3-4袋を、メーターを囲むよ なお、宅地内の修理貨は個人負担になり
・水道局業務課(内線1854) うに入れてください。 ます.また、メーター破損も問機です。

広額うえだ5. 11- 16 [8] 
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